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２ 横浜みどりアップ計画と市民推進会議 

(1) 横浜みどりアップ計画 

横浜市は、大都市でありながら、市民生活の身近な場所にまとまった規模の樹林地

や農地などがあり、また、起伏に富んだ地形から、変化に富んだ水や緑の環境を有して

います。緑は一度失われると回復が困難ですが、急激な都市化の進展に伴い、緑が大

きく失われてきました。 

横浜市では、この緑の環境を生かし、後世へ引き継いでいくため、平成37年度（2025

年）を目標年次とした「横浜市水と緑の基本計画」を平成18年（2006年）に策定し、計画

に基づき長期的な視点から「横浜らしい水・緑環境の実現」に向けた取組が進められて

きました。 

しかし、緑の減少が続いていることから、これまでの取組を強化・充実するための５か

年の事業計画として、「横浜みどりアップ計画（新規・拡充施策）」を策定し、この取組に

対する重要な財源として「横浜みどり税」を導入して、平成21年（2009年）４月から進めて

きました。 

緑の保全や創造は長い時間をかけて継続的に取り組むことが重要であることから、横

浜みどりアップ計画（新規・拡充施策）の計画期間終了に先立ち、これまでの取組の成果

や課題、市民意識調査の結果などをふまえて新しい計画の素案をまとめました。この素

案への市民意見募集結果などを反映させて「横浜みどりアップ計画」（計画期間：平成

26-30 年度）を策定しました。 

平成26年度より、新しい「横浜みどりアップ計画」に基づき、「みんなで育むみどり豊か

な美しい街 横浜」を計画の理念として、「市民とともに次世代につなぐ森を育む」「市民

が身近に農を感じる場をつくる」「市民が実感できる緑をつくる」の三つの取組の柱と効

果的な広報に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(2) 横浜みどりアップ計画市民推進会議 

この取組を推進するため、市民参加の組織により、みどりアップ計画の評価及び意

見・提案、市民の皆さんへの情報提供等をおこなうことを目的として、「横浜みどりアップ

計画市民推進会議」が設置されています。平成21年に設置された本会議は、平成24年

から条例設置の附属機関※に位置付けられており、平成26年度からの計画についても、

引き続き活動することとなりました。 

平成26年度からの新たな市民推進会議では委員を一人増やし、学識経験者や関係

団体、町内会・自治会代表、公募市民の計16名で活動しています。 

 

※附属機関：法律又は条例に基づき設置し、行政執行のために必要な審査、調査等を行う機

関。会議において審議、協議した結果、意見を取りまとめたり市に提言等を行う。 

 

 

横浜市附属機関設置条例第２条第２項：附属機関※の担任する事務は、別表担任事

務の欄に掲げるとおりとする。 

別表（抜粋） 

執行機関  附属機関  担任事務  委員の定数  

（中   略）  

市長  横 浜 み ど り ア

ッ プ 計 画 市 民

推進会議  

横浜市域の樹林地及び農地の保全並

びに緑化の推進を図ることを目的と

する横浜みどりアップ計画に係る施

策及び事業についての情報提供、評価

等に関する事務 

20人以内  

（以下省略）  

 

 

http://www.city.yokohama.jp/me/reiki/honbun/g2021714001.html#b1


３ 市民推進会議平成 26 年度の活動実績 

(1) 市民推進会議（全体会議）、施策別専門部会 

市民推進会議、施策別専門部会において、横浜みどりアップ計画の内容、進捗状況

について説明を受け、意見交換、提案検討を行いました。 

○市民推進会議 

第 20 回市民推進会議（平成 26 年７月９日） 

・横浜みどりアップ計画、市民推進会議について  ・今年度の取組について など 

第 21 回市民推進会議（平成 27 年１月 27 日） 

・横浜みどりアップ計画の進捗状況について 

・横浜みどりアップ計画市民推進会議平成 26 年度報告書について 

○施策別専門部会 

「森を育む」施策を検討する部会 平成 27 年２月 24 日 

「農を感じる」施策を検討する部会 平成 27 年２月 17 日 

「緑をつくる」施策を検討する部会 平成 27 年２月 23 日 

 (2) 現地調査 

＜第 12 回調査部会＞ 

［日時］  

平成 26 年９月９日（火）午前８時 45 分～正午 

［場所］  

戸塚区東俣野町の水田、名瀬町の樹林、 

柏尾町の保育園及び戸塚区総合庁舎の緑化 

［参加委員］  10 名 

 

［内容］ 

① 「市民が身近に農を感じる場をつくる」取組が実施されている水田を調査（戸塚区東

俣野町） 

    ・水田を見渡しながら、取組についての説明（南部農政事務所） 

 

 

 

 

参加委員集合写真 

市民推進会議 全体会議の様子 

東俣野町の水田 



②  「市民とともに次世代につなぐ森を育む」取組が実施されている樹林地を調査 

（戸塚区名瀬町） 

・樹林地を見ながら、取組についての説明（緑地保全推進課） 

・樹林地の地権者の方も交え対談、質疑応答 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
③  「市民が実感できる緑をつくる」取組が実施されている民間保育園および公共施設

を調査 

（戸塚区柏尾町、戸塚区総合庁舎） 

・芝生化された園庭を見ながら、取組についての説明（みどりアップ推進課） 

・保育園長も交え、事業の効果について質疑応答 

・屋上緑化を見ながら取組についての説明（みどりアップ推進課、南部農政事務所） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
④  意見交換会（戸塚区総合庁舎） 

・当日の調査内容について、感想や質疑応答など 

＜意見交換会などでの委員の主な感想＞ 

○個人で散策しながら環境を感じるのとは違い、 

施策の経緯を伺うことができとても有意義でし

た。 

○各施設の担当の各々の想いや考えを伺い、質

問もできたため、更に関心が広がりました。 

○みどりアップで扱う範囲が多岐に渡ることを改めて実感し、その難しさも感じました。 

○畑だけ、森だけなど、それぞれ単独では成立しないことを知りました。 

戸塚区名瀬町樹林地で

保全について説明と、地

権者の方との対談（緑

地保全推進課） 

戸塚区柏尾町の民間保育

園での園庭緑化 

（みどりアップ推進課） 

 

戸塚区柏尾町の民間保育

園での園庭緑化 

（みどりアップ推進課） 

 

屋上のビオトープ 

意見交換会（戸塚区総合庁舎） 



＜第 13 回調査部会＞ 

［日時］ 平成 26 年 10 月１日（水）午前９時から午後４時 45 分まで 

［場所］ 追分・矢指市民の森（旭区矢指町）、恩田町の水田（青葉区恩田町）、 

都心臨海部の緑花（西区みなとみらい、中区山手町）、開港記念会館（中区本町） 

［参加委員］  ９名 

［内容］ 

① 「市民とともに次世代につなぐ森を育む」取組が実施されている樹林地を調査（旭区

矢指町） 

・追分・矢指市民の森を歩きながら、北部公園緑地事務所による取組についての説明 

・愛護会会長（市民推進会議委員）、愛護会会員による活動紹介、質疑応答・意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「市民が身近に農を感じる場をつくる」取組が実施されている農地を調査 

（青葉区恩田町） 

   ・恩田町の水田を見ながら、北部農政事務所による取組についての説明 

   ・農家の方（水利組合組合長）のお話 

   ・施設の視察、田奈農協による事業についての説明、質疑応答・意見交換 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

恩田町の水田 
北部農政事務所の事

業説明、水利組合組合

長のお話し 

参加委員集合写真 市民の森愛護会の皆さんと 

田奈農協の施設の説明 



③「市民が実感できる緑をつくる」取組が実施されている民間施設、公園等を調査 

（西区みなとみらい、中区山手町） 

・民有地緑化・公園の視察、みどりアップ推進課による、取組についての説明 

・施設所有者等による緑化の説明、質疑応答 

   
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  ④意見交換会（開港記念会館） 

・関係課長によるみどりアップ計画の進捗状況の報告 

・当日の調査内容について、感想や質疑応答・意見交換 

＜委員の感想・意見交換＞ 

○市民の森の保全管理計画に基づく維持管理は、まさに生物 

多様性を保全する素晴らしい取組であり、実際に行うこと 

は大変だと思うが、ぜひ継続していってほしい。 

○地産地消は、生産地と消費者が近い、横浜ならではの取組で 

ある。直売所は平日の午前中が多く、売り切れたり、行けな 

い人も多いが、若い人や子供にこそ知ってほしい。 

○ブラフ 99 ガーデンができたことで観光客の動線が変わる。横浜に来たことを実感でき

る山手地区という場所での有意義なみどり税の使い方だと思う。 

○新たな緑を創出するよりは、貴重な緑の維持保全にこそみどり税は使ってほしい。 

○企業の動機づけ、きっかけづくりとして、緑化にみどり税を使うことにも意義がある。 

 
 

 

 

みどりアップ推進課から 

ブラフ 99 ガーデンの説明 

マークイズみなとみらいの壁面緑化 みどりアップ計画の 

宣伝シール 

意見交換会 

（開港記念会館） 



(3) みどりアップ計画やみどり税についての情報の提供 

市民推進会議の活動報告や、みどりアップ計画・みどり税についての情報を、市民の

皆さんに提供するため、市民推進会議の広報誌「みどりアップＱ（「濱ＲＹＯＫＵ」からリニ

ューアルしました）」を編集し、３回発行しました。 

＜配布場所＞ 

駅や主要な公共施設のＰＲボックス 

各区役所・土木事務所・公園事務所等の公共施設の窓口等 

 

○広報・見える化部会 

  平成 25 年度までの広報部会、見える化部会を合わせ、みどりアップ計画、みどり税

についての情報提供の在り方や広報誌の編集を行っています。 

第 20 回広報・見える化部会（平成 26 年８月５日） 

・広報誌の構成と年間計画について  ・見える化企画の方向性の検討について など 

第 21 回広報・見える化部会（平成 26 年９月 18 日） 

・みどりアップＱ（第１号）について 

第 22 回広報・見える化部会（平成 26 年 12 月４日） 

・みどりアップＱ（第２号）について 

第 23 回広報・見える化部会（平成 27 年  月  日） 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

現地調査時に取材を行う 

広報見える化部会 会議の様子 



みどりアップＱ第１号 

《発行日》 

平成 26 年 11 月 

《目次》 

・里山を守る 

・身近な緑 

・イベント情報 

・市民推進会議 

とは 

 

みどりアップＱ第２号 

《発行日》 

平成 27 年 1 月 

《目次》 

・受け継いでき

たこの里山を、

次の世代へ 

・ひろがる身近

な緑 

・イベント情報 

みどりアップＱ第３号 

《発行日》 

平成 27 年３月 

《主な内容》 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

 

 

 

 

 

広報・見える化部会 部会長コメント 

    （300～500字程度） 

 

 

３号の内容に

差替え 

※詳細については、○～○頁

参照。「みどりアップＱ」を添付

しています。 

 



４ 施策ごとの評価、提案 

市民推進会議では、みどりアップ計画の「市民とともに次世代につなぐ森を育む（「森を

育む」）」、「市民が身近に農を感じる場をつくる（「農を感じる」）」、「市民が実感できる緑を

つくる（「緑をつくる」）」の施策と、みどりアップ計画を市民の皆さんに周知するための「広

報・ＰＲ」について、現地調査で市民や活動団体などからいただいた意見等を踏まえて、評

価・検証をおこないました。 

なお、みどりアップ計画で進めている事業・取組には、横浜みどり税の導入時に定めた

使途に沿って横浜みどり税を充当している事業・取組と、みどり税を充当せずに進めている

事業・取組がありますが、市民推進会議では市民の皆さんが負担している横浜みどり税を

充当している事業・取組を中心に評価・検証をおこないました。 

 

  ◆計画の体系◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●：横浜みどり税を充当している事業・取組 



 

◆評価の概要◆ 

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

取組の柱１ 市民とともに次世代につなぐ森を育む 

 森（樹林地）の多様な役割に配慮しながら、緑のネットワークの核となるまとまりのある森を

重点的に保全するとともに、保全した森を市民・事業者とともに育み、次世代に継承します。 

 

施策１ 樹林地の確実な保全の推進 

事業 事業の概要 

進捗状況 

（11 月末時点） 

【５か年の目標】 

緑地保全制
度による指
定の拡大、
市による買
取り 

市内に残る樹林地の多くは民有地であり、まとまりの

ある樹林地を保全して次世代に引き継ぐためには、土地

を所有する方が、できるだけ持ち続けられるよう支援す

ることが必要です。そこで、緑地保全制度の指定により

土地所有者への優遇措置を講じることで、樹林地を保全

します。 

また、土地所有者の不測の事態等による、樹林地の買

入れ申し出に対応します。 

・新規指定面積： 

28.1ha 

【新規指定：500ha】 

 
・買取面積： 

3.9ha 
【買取り想定： 

108ha】 

 

 

 

 

 

 

 

◆評価・提案 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  

写真 
最近の指定場所など 

 

写真 
最近の指定場所など 

 



施策２ 良好な森を育成する取組の推進 

事業 事業の概要 

進捗状況 

（11 月末時点） 

【５か年の目標】 

生 物 多 様
性・安全性
に配慮した
森づくり 

樹林地の維持管理（森づくり）を行う際の技術指針で

ある森づくりガイドライン等を活用し、生物多様性の保

全、利用者の安全や快適性の確保、良好な景観形成など、

森に期待される多様な役割に配慮した森づくりを推進し

ます。また、緑地保全制度の指定を受けた土地を所有す

る方の維持管理負担を軽減するための支援を行います。 

・ガイドライン等を活
用した維持管理作業を
樹林地と 11 公園で実
施 
【推進】 
・保全管理計画を樹林
地３か所、公園３公園
で策定中 
【15 箇所、10 公園】 
・樹林地維持管理助成
金交付受付：113 件 
【650 件】 
・法面の整備 施工中
1 か所、測量中」1 か
所、設計中 1 か所 
【10 か所】 
・チッパーの貸出し：6
回 【推進】 

森を育む人
材の育成 

市民や事業者と市の協働により森を育む取組を進める

ため、森づくり活動に取り組む市民や団体を対象に、活

動のための知識や技術に関する研修を実施し、森を育む

「人」を育てます。また、森づくり活動を行う団体を対

象に、活動に必要な支援を行います。 

・研修を 13 回実施、
ニュースレターを 2 回
発行【推進】 
・森づくり活動団体へ
の支援：樹林地 22 件、
公園 7 件 
【樹林地延べ50団体、
公園延べ 50 団体】 

 

 

 

 

 

 

 

◆評価・提案 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

写真 
最近の維持管理の様子など 

 

写真 
最近の研修の様子など 

 



施策３ 森と市民とをつなげる取組の推進 

事業 事業の概要 

進捗状況 

（11 月末時点） 

【５か年の目標】 

市民が森に
関わるきっ
かけづくり 

森に関わる市民の裾野を広げるため、森に関するイベ

ントや講座の開催などにより、市民が森に関わるきっか

けを提供します。また、平成25 年度までに設置したウ

ェルカムセンターを活用し、多くの市民が、横浜の森に

ついて理解を深めることができるような情報発信を行い

ます。 

・イベント等の実施：

56回 

【180回】 

・ガイドマップ： 
３地域で作成中 
【推進】 

 

 

 

 

 

 

◆評価・提案 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

「森を育む」施策を検討する部会 部会長コメント 

   （300～500字程度） 

 

 

 

写真 
最近のイベントの様子など 

 



取組の柱 2 市民が身近に農を感じる場をつくる 

 景観や生物多様性の保全など農地が持つ環境面での役割に着目した取組、地産地消や農

体験の場の創出など、市民と農の関わりを深める取組を展開します。 

 

施策１ 農に親しむ取組の推進 

事業 事業の概要 

進捗状況 

（11 月末時点） 

【５か年の目標】 

良好な農景

観の保全 

集団的な農地から構成される広がりのある景観

や、樹林地と田や畑が一体となった谷戸景観など、

地域の農景観として多くの市民に親しまれてきた農

景観を次世代に継承するため、横浜に残る貴重な水

田景観を保全する取組や、意欲ある農家・NPO 法

人などにより農地を保全する取組を支援します。 

・水田承認予定面積： 

121.3ha 【125ha】 

・共同利用設備の整備： 

２件 【25 件】 

・長期貸付開始農地： 

3.5ha 【80ha】 

農とふれあ

う場づくり 

 食と農への関心や、農とのふれあいを求める市民

の声の高まりに応えるため、収穫体験から本格的な

農作業まで、様々な市民ニーズに合わせた農園の開

設や整備を進めるとともに、市民と農との交流拠点

である横浜ふるさと村や恵みの里を中心に、市民が

農とふれあう機会を提供します。また、農家と地域

住民が協働で地域の農環境を保全する取組など、市

民による主体的な活動を支援します。これらの取組

の情報発信を充実させることにより、市民の利用や

参加につなげます。 

・収穫体験農園の開設支援： 

0.73ha 【12.5ha】 

・市民農園の開設支援 

：1.3ha 【6.0ha】 

・農園付公園の整備： 

整備中 ３箇所（1.4ha）  

【7.3ha】 

・ふるさと村収穫体験等：

12 回、恵みの里農体験教室

等：81 回 【500 回】 

・あぐりツアー実施：2 回 

 【20 回】 

 

 

 

 

 

 

◆評価・提案 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

写真 
最近の水田の様子など 

 

写真 
農園付公園など 

 



施策２ 地産地消の推進 

事業 事業の概要 

進捗状況 

（11 月末時点） 

【５か年の目標】 

身近に感じ

る地産地消

の推進事業 

地域でとれた農産物などを販売する直売所の整備等の

支援や、市内で生産される苗木や花苗を配布するなど、

地産地消の取組を拡大します。さらに、地産地消に関わ

る情報の発信など、市民が地産地消を身近に感じるため

の取組を推進します。 

・直売所等の支援： 

１件 【52 件】 

・青空市運営支援： 

４か所 【25 件】 

市民や企業

と連携した

地産地消の

展開事業 

市民の「食」と、農地や農産物といった「農」をつな

ぐ「はまふぅどコンシェルジュ」などの地産地消に関わ

る人材の育成やネットワークの強化を図るとともに、農

と市民・企業等が連携する取組を推進します。 

・はまふうどコンシェ

ルジュの活動支援： 

10 件 【100 件】 

・企業等との連携： 

 ５件 【50 件】 

 

 

 

 

 

 

 

◆評価・提案 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

「農を感じる施策を検討する部会」部会長コメント 

   （300～500字程度） 

 

写真 
最近の直売所の様子など 

 

写真 
企業等との連携の実績がわか

る写真など 
 



取組の柱 3 市民が実感できる緑をつくる 

街の魅力を高め賑わいづくりにつながる緑や地域の緑、街路樹などの緑の創出に、緑の

ネットワーク形成も念頭において取り組みます。また、地域で緑を創出・継承する市民や事業

者の取組を支援します。 

 

施策１ 市民が実感できる緑を創出する取組の推進 

事業 事業の概要 

進捗状況 

（11 月末時点） 

【５か年の目標】 

民有地での

緑の創出 

 緑あふれる魅力的な街をつくるためには、市民

や事業者の取組が不可欠です。多くの市民が目に

する場所や効果的な場所での緑の創出、生物多様

性の向上に寄与する取組や地域で親しまれている

名木古木の保存など、緑の創出・保全に積極的に

取り組む市民・事業者を支援します。 

・緑化の助成：３件 

【65 件】 

・名木古木の保存： 

推進中 【推進】 

・人生記念樹苗木の配布： 

7751 本 【40000 本】 

公共施設・

公有地での

緑の創出 

 多くの市民が利用する地域の公共施設から率先

し、市民が実感でき、生物多様性の向上や地域の

良好な景観形成につながる緑を創出します。また、

市民が目にする機会の多い街路樹を良好に育成す

るための取組を拡大します。 

・緑の創出：実施中 

【58 箇所】 

・創出した緑の維持管理： 

推進中 【推進】 

・シンボル的な緑の創出： 

１か所で用地取得契約手続

き中【5 か所】 

・いきいきとした街路樹づく

り：18 区で推進中 

【18 区で推進】 

 

 

 

 

 

 

 

◆評価・提案 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

写真 
最近の助成した民有地緑化 

など 
 

写真 
最近の公共施設・公有地で創出

した緑など 
 



施策２ 緑を楽しむ市民の盛り上がりを醸成する取組の推進 

事業 事業の概要 

進捗状況 

（11 月末時点） 

【５か年の目標】 

市民協働に

よる緑のま

ちづくり 

地域が主体となり、住宅地や商店街、オフィス街、工場

地帯など様々な街で、地域にふさわしい緑を創出する計

画をつくり、計画を実現していくための取組を、市民と

の協働で進めます。 

・地域緑化推進事業： 

16 地区 

【46 地区】 

子どもを育

む空間での

緑の創出 

 次世代を担う子どもたちが緑と親しみ、感性豊かに成

長できるよう、子どもが多くの時間を過ごす保育園、幼

稚園、小中学校を対象に、施設ごとのニーズに合わせた

多様な緑の創出・育成を進めます。緑の創出にあたって

は、子どもたちと生き物とのふれあいが生まれるような

空間づくりに取り組みます。 

・緑の創出： 

実施中 

【100 箇所】 

・芝生等の維持管理： 

推進中 

【推進】 

緑や花によ

る魅力・賑

わいの創出 

多くの市民が時間を過ごし、国内外から多くの観光客

が訪れるエリアである都心臨海部において、来訪者の回

遊性向上や生物多様性確保の観点から、エリア内での緑

のネットワーク形成に寄与することも念頭に、公共施設

を中心に緑や花による空間演出や質の高い維持管理を集

中的に展開し、街の魅力形成・賑わいづくりにつなげま

す。 

・都心臨海部で推進 

【都心臨海部で推進】 

・緑花の維持管理： 

推進中 

【推進】 

 

 

 

 

 

 

 

◆評価・提案 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

「緑をつくる」施策を検討する部会」部会長コメント 

   （300～500字程度） 

 

写真 
最近の学校の緑化など 

 

写真 
最近の都心臨海部の 

緑花事例など 
 

写真 
最近の地域緑化推進事

業地区など 
 



効果的な広報 

 市民の皆様のご理解とご協力を得ながら取組を推進するため、取組の内容や実績につい

て、様々な媒体・手法を用いて効果的にお知らせし、理解を深めていただくとともに、緑に関

わる活動に参加するきっかけとなる機会を提供します。 

 

市民の理解を広げる広報の展開 

施策内容 進捗状況（11 月末時点） 

・広報よこはまの特集ページの利用 

・計画、実績概要の作成、公共施設

等への配架 

・電車など交通広告や各種メディア

の活用 

・市の工事等の現場に統一的な看板

等を設置 

・多くの市民の目に触れる公共施設

などで横断幕等によるＰＲ 

・市民認知度の調査 

・広報よこはま 5 月号、9 月号に掲載 

・新たな計画の概要リーフレットの配布、５か年実績概要

リーフレットを作成・回覧・公共施設等へ配架 

・市営交通においてパートラッピングバスや地下鉄の車内

ポスター駅ホームドアなどの公告を実施、市内鉄道での

車内ポスター、駅貼りポスターによるＰＲ 

・市の工事等の現場での統一的な看板等設置 

・引き続き市庁舎に横断幕を掲出、新たに動物園、水再生

センター等に横断幕を掲出 

・市民認知度の調査準備 

 

 

 

 

 

 

 

◆評価・提案 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

写真 
ラッピングバス 

 

写真 
企業等との連携の実績がわか

る写真など 
 



 



５ 市民推進会議広報誌「みどりアップＱ」（平成 26 年度発行分） 

 

 

 

「みどりアップＱ」 

 

第１号 平成26年１１月発行 

・里山を守る 

・身近な緑 

・イベント情報 

・市民推進会議 

第２号 平成27年１月発行 

・受け継いできたこの里山を、次の世代へ 

・ひろがる身近な緑 

・イベント情報 

第３号 平成27年３月発行 

・ 

・ 

・ 
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